
当社の事業内容

会社概要　Company introduction

今後の展望　Future outlook

一般建築用鋼材の販売をメインに、鋼材の一次
加工も行っている鋼材の卸売会社です。鉄工所
を始め、板金工場、金物店などに向けたあらゆ
る鋼材を扱っており、コラムおよびＨ形鋼の切断、
穴明け、開先加工、鋼板およびステンレス切断
折曲加工、一般条鋼材精密切断、コラムコア組
立加工、Ｃ形鋼、山形鋼切断穴明加工、スプラ
イス加工などのサービスも提供しています。また、
顧客のあらゆるニーズに応えるため、小ロットでも
多品種にわたっていても在庫を持ち、１ｔ車から
15ｔ車までの自社トラックを活用して県内全域に
毎日配達をしています。鋼材の加工から販売、配
達までを自社で一貫して行う、「全員が営業マン！」
を合言葉に社員全員が考えて行動する会社です。
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配送の柔軟性が高くなり、スピード重視へと舵を切る

将来的にデリバリーの面で、他社よりも一歩先を行くものと考えています。
今回導入した「配送管理システム」を活用することで、日常の配車作業等
が効率化される上に、配送の追加・変更等に対する柔軟性が向上したこ
とは非常に大きな成果です。また、従来よりも短納期で加工品が配送可
能になるということを、今後大きな付加価値として活用しうるととらえてい
ます。これから建築業界では大幅な物件の増加が見込まれていて、物件
の数量がさらに増えてくると納期がタイトになることは明白です。そのた
め、価格よりもスピードを重視することになると想定しているからです。現
在、当社のメインターゲットである鉄骨ファブリケーターも、ゼネコンから
の受注金額は大きく上昇傾向にあるということもあり、この5年間で現在
の1.5 倍の売上増を計画しています。
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課題　Issue 実施内容　Measures 成果　Results

配送状況の共有化による
さまざまなメリット

従来は受注伝票を発行し、それを
顧客別に振り分け、さらに重量・商
品の長さ・時間指定・配送エリア等
の条件により配送するトラックを決
め、配車予定を作成していました。
新システムは、既存の基幹システム
から受注データを取り込み、配車予
定等が自動的に作成されます。配送
計画の作業について大幅な時間の
短縮が可能になりました。さらにシ
ステム上で作成された配車予定はク
ラウドシステム上に保存され、配送
員、営業、事務員からリアルタイム
で照会が可能になったことは、顧客
からの問い合わせへの対応時間を
短縮し、配送員の負担軽減や確実
性の向上につながる感触が得られま
した。

配送計画を手作業から
ITシステム化する

新システムを開発・導入するにあた
り、その内容について各業務部門
で検討・立案を行いました。策定し
た目標は、次のとおりです。現状手
作業で行っている配送計画をＩＴシ
ステム化することにより、的確性や
迅速性を高めること。配送員が所
有するスマートフォンのGPS 機能を
活用して、配送員との直接の電話連
絡なしに位置情報を取得し、顧客
毎の到着予定時間を予測すること。
配送員（車両）毎に配送当日の最
適ルート案内により、経験の浅い新
人であっても即応性を向上させるこ
と。これらを設定したシステムを発
注し、テスト運用により効果の確認
を行いました。

本社のある郡山を拠点として、福島
全域へ毎日建築用鋼材を配送して
います。ここ数年は、東日本大震災
の復興需要と相まって受注量が急増
し、その対策として大型車両の導入
や配送員の増員等を行いました。し
かし、日常的に行う配送計画作業
に多大な時間を要し、時として混乱
を来すことがあり、また、顧客から
の到着予定時間等の問い合わせに
対するレスポンスに遅れが生じる等
の問題も顕在化していました。そこ
で、これらの問題を解決するために、
新たな配送管理を支援するシステム
を開発・導入し、配送効率ＵＰ（車
両１台当たりの配送件数・重量のＵ
Ｐ）と納期短縮を図ることにしまし
た。

受注量の増加がもたらす
配送現場の混乱

配送支援システムの開発による
付加価値を作る配送組織の実現
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